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エグゼクティブ・サマリー

さまざまな業界の IT役員は、ビジネス価値を最大限に高め、
環境的に持続可能な成長を確保するというますます高まる
プレッシャーにさらされています。組織が俊敏性、伸縮性、	
開発者のスピードを向上させようとすると、ハイブリッド、およびマ
ルチクラウドの環境を管理する複雑さにより、IT責任者はパフォーマ
ンス・リスクを軽減する方法として、ITチームがリソースを過剰に割	
り振る場合があまりにも多いことをすぐに認識します。アプリケー	
ションのパフォーマンスに対するエンドユーザーの期待が高まる中で、	
そのトレードオフは、ごくシンプルな言い方をすれば、ニーズに対し
て割り振りが少し多い（またはとても多い）、またはデジタル体験の
質が低いため、お客様や収益の損失を招くリスクがあることです。
業界のクラウドへの支出が急増していますが、これは何が優先事項
なのかを明らかに物語っています。

経済的な影響は何年も前から痛ましいほど明白でした。ただし、	
環境への影響が企業の役員会や役員の注目を集めるようになった	
のは、ごく最近のことです。最終的に、クラウドとIT運用チームは、	
顧客体験と予算、そしてサステナビリティーの目標を同時にナビゲー	
トする必要があります。

このホワイトペーパーでは、この現状に至ったITの課題と、IBM 
Turbonomicアプリケーション・リソース管理の差別化されたアプロー	
チについて説明します。IBM Turbonomicは、これらのトレードオフ	
をナビゲートし、持続可能なビジネス価値と継続的な成長をサポー
トする実証済みのソリューションを求めるIT役員に、クラウドおよ
びデータセンター環境の最適化と自動化を通じてこれらの目標を達
成するための明確で実証済みの道を示します。
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誰でも利用できるようにするため、持続可

能なビジネスはクラウドとITリソースを効率

的に消費しなければなりません 

FinOpsは、部門間でビジネス価値を最大化することを目指しています
FinOpsは、進化を続けるクラウドの財務管理の作業分野と文化的
慣行です。エンジニアリング、財務、テクノロジー、ビジネスチー
ムをサポートし、データ重視の支出決定を協働でできるようにする
ことで、企業はビジネス価値を最大限に引き出すことができます。8 
FinOps Foundationは、クラウドの従来型の運用は、クラウドの支
出管理と管理方法に対するアプローチがサイロ化しすぎていること
を認識しました。前述のように、これらの（過剰）支出の決定には環
境への影響が伴います。

IT組織全体で優先順位が競合すれば、チーム間の調整は困難にな
ります。財務チームは、組織が何に支出しているかと、クラウド上
での運用についての予測とコスト・モデルをできるだけ正確に作成す
るために、どんなことが動機付けになるかを正確に把握することで、	
ビジネス価値に優先順位を付けます。一方、エンジニアリング、	
製品、運用チームは、継続的なサービス・レベル目標の遵守を達成し、	
迅速かつ高品質のサービスと製品を組織に提供することを目指し
ています。最終的に、エンジニアリング、製品、運用チームは、	
日常のパフォーマンスやエンド・ユーザー体験に悪影響を与えること
なく、イノベーションを推進することを目指しています。

FinOps Foundationは、これらのサイロの解消を目指している
FinOpsプラクティショナーが担当する成長セグメントをサポートし、
財務チームとIT部門のエンジニアリング・チーム、製品チーム、およ
び運用チームの橋渡しをすることを目的としています。FinOpsのプ
ラクティショナーは、すべてのステークホルダーを関与させることを
目的としています。また、コラボレーションを促進するために、共通
の問題点とKPIを特定する責任があります。最終的に、FinOpsプラ
クティショナーは、クラウド・コンピューティングの可能性を最大限
に引き出し、組織にとって効率的、高収益性かつコスト効率の高い
クラウド環境を構築することを目指しています。

デジタル・トランスフォーメーションは、最終	

的にパフォーマンス・コストの課題に適切に

対処できるようITに対するプレッシャーを増

大させています

近年、デジタル化によってビジネスを変革する企業が増え、モダ	
ン・アプリケーションは大きく成長しています。IDC社によると、	
2025年までに7億5000万を超える新しいロジカル・クラウドネイ	
ティブ・アプリケーションとサービスが作成される見込みです。1 アプリ	
ケーションチームと開発者チームが、スピードと俊敏性から大きな
利益を得るのは簡単ですが、インフラストラクチャーのハイブリッド
とマルチクラウドのハイブリッド環境で分散したマイクロサービス・
アプリケーションを管理する複雑さは、クラウドとITチームの管理
の課題をさらに悪化させています。実際、現代のアプリケーション
の複雑さは、企業がクラウドでビジネス価値を最大化する上で直面
する課題の1つとして挙げられています。2 同時に、アプリケーション
のパフォーマンスと信頼性に対するエンド・ユーザーの期待も高まっ
ています。IDC社によると、最も期待されているのは、エンド・ユー
ザー体験を最適化するシステムとアプリケーションの管理を最優先に
することであり、高速パフォーマンスと100%のアップタイムは、デジ
タル・ビジネスの成功に最低限必要な要素であると言われています。3

コスト問題に対するパフォーマンス問題を

解決できなかった場合、結果的に環境と財

務の両方に影響が及びます。

電力が運用コストの70%を占めるデータセンターでは、アプリケー	
ションの急激な増加が起こっています。4  データセンターを管理する
場合でも、パブリッククラウドからリソースを消費する場合でも、	
これらのアプリケーションをサポートするために必要なエネルギー
は環境にインパクトを与えます。悲しい現実は、アプリケーション
のパフォーマンスとエンド・ユーザー体験に対するリスクを軽減する
方法として、組織がリソースを過剰なプロビジョニングをすること
があまりにも多くあることです。この無駄なリソースは計り知れま	
せん。2022年には、クラウドの支出が前年の30%に比べ32%に増
大して、無駄な支出だったと推定されています。5 また、オンプレミ
スのデータセンターは通常わずか20%～40%の使用効率で稼働し
ているため、このような無駄はクラウドだけに限られるものではあ
りません。6 デジタル・アプリケーションとサービスの急速な成長が
鈍化する兆候はありません。そのため、サステナビリティー戦略を
有する組織のビジネス・リーダーの80%は、CIOが重要な役割を果
たしていると回答しています。7 

脚注

1. IDCは、2025年までに7億5000万を超える新しい論理アプリケーションが作成さ	

れると予測しています出典：IDC: 750 Million New Logical Applications: More 

Background, Dec 2021. Doc #US48441921

2. IBM 2022年版State of Multicloudレポート 

3. IDC Worldwide Application Performance Management Software Market Shares, 

2020: パンデミックの混乱の中で大幅な成長（Substantial Growth Amid Pandemic 

Disruptions.）  2021年6月 Doc #US47989021

4. Barclays: グリーン・データセンター: ネットゼロを超えて（Beyond Net Zero）

5. Flexera 2022 クラウドの状態レポート（Flexera 2022 State of the Cloud Report）

6.	 データセンターの効率性アセスメント（Data Center Efficiency Assessment）

7. IBM 2022年版State of Multicloudレポート

8. FinOpsの状態レポート（State of FinOps Report）

エンジニアとオペレー
ションの優先事項

1. SLOの遵守
2.	コンプライアンス
3.	コスト

財務の優先事項

1.	コスト
2.	説明責任
3.	ビジネス価値

https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US48441921
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=US47989021
https://www.ibm.com/jp-ja/downloads/cas/L9K1MK1Y
https://info.flexera.com/CM-REPORT-State-of-the-Cloud?lead_source=Website%20Visitor&id=Blog
https://www.nrdc.org/sites/default/files/data-center-efficiency-assessment-IP.pdf
https://www.ibm.com/jp-ja/downloads/cas/L9K1MK1Y
https://data.finops.org/
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クラウド・プロバイダーは、規模の経済による利点に加えて、デー
タセンターのエネルギー効率を改善し、よりクリーンなエネルギー
源を確保するために大きな投資を行っています。たとえば、マイク
ロソフトは、再生可能エネルギーを利用し、海水で冷却される水中
データセンターのプロジェクトNatickなど、持続可能なエネルギー	
と冷却のさまざまな方法に投資してきました。11 同様に、AWSは、
データセンターの持続可能な冷却方法だけでなく、ハードウェア	
のカスタム・リニューアブル・シリコンにも投資しています。12 さらに、	
クラウド・プロバイダーは環境への影響の透明性を高めることにも
重点を置いています。2021年、MicrosoftはMicrosoft Cloud for 
Sustainabilityを発表しました。このオプションにより、ESGの関係
者は、異なるアプリケーションから二酸化炭素の排出量をトラッキ
ングし、企業目標に対する二酸化炭素の排出量をトラッキングする
サステナビリティー得点表など、幅広いレポートを作成することが	
できます。13 Google Cloudでは、運用チームがワークロードをデプロイ	
するときに、優れたデータの透明性と環境保護に関する情報を得ら
れるRegion Pickerを発表しました。

共用責任モデル：クラウドのサステナビリティー
AWSは、サステナビリティー・ピラーを発表しました。これは	
「クラウド・コンピューティングの環境面のベスト・プラクティスを
使用して、企業がワークロードを学習、評価、改善できるように支	
援する」というものです。14 このサステナビリティーの柱の一部として、	
AWS はクラウド・サステナビリティーの共有責任モデルを作成しま	
した。このモデルでは、AWSがクラウドのサステナビリティーの責
任を負う一方、AWSのお客様はクラウド上におけるサステナビリ	
ティーの責任を負うと記されています。15 責任がどのように委任される	
べきかに関するこの位置は、パフォーマンスとコストに伴う課題を解
決するクリティカル・ニーズをさらに証明するものとして機能します。
また、この重要な違いは、クラウド・サービスが拡張したことにによ
りヨーロッパでエネルギー消費が増大した問題についての最近の調
査に基づき、EUに支持されていました。調査結果の1つに、クラウ
ドには従来型のデータセンター以上の明確なメリットがあるという
記述があります。これは、リソースが必要なときにのみ使用され、	
料金が支払われるためです（伸縮性）。そのため、クラウド・サービ
スをエネルギー効率よく使用するには、管理ソフトウェアが不可欠
です。これは、オンデマンドに基づいた自動スケーリングと、アプリ	
ケーションへのクラウド・リソースの配分を可能にするためです。16 ハイ	
ブリッド環境を管理する担当者にとって、管理ソフトウェアはすぐに
使える機会を提供し、クラウドとデータセンターの消費を安全に削
減できるようになります。

クラウドのコスト管理を超える 
FinOps作業分野は近年急速に拡大しています。IDC社によると、	
2023年までにクラウド・ユーザーの80%が、ポリシー重視の可観測
性を自動化し、クラウド・リソースを最適化して価値を最大化するため
の専用のFinOps機能を確立すると予測されています。9 前述のように、	
FinOpsもまた進化しつつある分野です。今日、コミュニティー	
がリストアップするFinOpsのトップ機能には、原価配分、データ分
析とショーバック、異常の管理、コミットメント・ベースのディスカウ
ントの管理、予測/予算編成が含まれます。これは、多くの組織に
とって、FinOpsの目標はクラウド・コストの管理とほぼ同じであるこ
とを示しています。10 ただし、FinOpsには、当然ながらクラウドのコ
スト管理以上のものが期待されます。ただし、FinOpsには、当然
ながらクラウドのコスト管理以上のものが期待されます。

ビジネス価値を最大化するには総合的なアプローチが必要
クラウドのビジネス価値を最大化するには、パフォーマンスと環境効
率を総体的に捉えたシステムとプロセスを実装する必要があります。	
ビジネス価値の最大化に関するFinOps目標を達成するには、組織
はコストの管理、配分、および報告に重点を置くだけにとどめるこ
とはできません。クラウドの支出が、ビジネス・アプリケーションの
動的リソースの需要を効率的かつ持続的にサポートできるよう有効
に使われていることを確認する必要があります。

FinOpsの作業分野の総体的なアプローチは、コミュニティーによっ
て編成されたイベントやワーキング・グループに反映されます。これ
には、FinOpsの文化、サステナビリティー、自動化に焦点を当てた
ワーキング・グループも含まれます。

クラウドのサステナビリティー
パブリッククラウドの前提は、必要に応じてオンデマンドでクラウ
ド・リソースを消費し、俊敏性と伸縮性をサポートすることでした。	
設備投資モデルから業務費モデルへのITの変換は、理論上、財務
上のメリットと実証済みの環境面のメリットをもたらします。前述し
たように、財務上のメリットには、クラウド・リソースを効果的に管
理し、アプリケーションの需要に合わせて継続的に調整して、クラ
ウドの伸縮性（つまり効率性）によるメリットを伝えなければならな
いという、重大な警告が伴います。

また、クラウド上での実行ワークロードは、オンプレミスに対して環
境面で大きな利点があります。オンプレミス・インフラストラクチャー	
と比較して、パブリッククラウド・プロバイダーは、規模の経済か
ら得られる利点があるため、本質的により効率的です。たとえば、	
数千のアプリケーションで共有されているサーバー・グループは、	
数千のデータセンターにある数千台のサーバーよりも経済的にも環
境的にも効率的です。

脚注

9. IDCサーベイ・スポットライト クラウドのオペレーションにおけるFinOpsの課題とは？

また、ヨーロッパの組織は現在のクラウド・コストをどのように最適化しているか？  

2022 年 5 月 Doc # EUR149137522

10. 2022 FinOpsの状態レポート（2022 State of the FinOps Report）

11.	マイクロソフト・イノベーション・ストーリー：プロジェクトNatick

12.	サステナブル・クラウド：ビジネスの最重要課題、2021年、451リサーチ

13. Microsoft Cloud for Sustainability

14. AWS Well-Architected Frameworkのサステナビリティーの柱

15. AWS Well-Architected Frameworkのサステナビリティーの柱

16.	エネルギー効率の高いクラウド・コンピューティング・テクノロジーと環境に配慮し

たクラウド市場へのポリシー

https://googlecloudplatform.github.io/region-picker/
https://www.idc.com/getdoc.jsp?containerId=EUR149137522
https://data.finops.org/
https://news.microsoft.com/innovation-stories/project-natick-underwater-datacenter/
https://sso.451research.com/module.php/core/loginuserpass.php?AuthState=_acd22ebe95ce58ed4fe638b14102212b31a5f78714%3Ahttps%3A%2F%2Fsso.451research.com%2Fsaml2%2Fidp%2FSSOService.php%3Fspentityid%3Dpi_middleware.production%26RelayState%3Dhttps%253A%252F%252Faccess.451research.com%252Flogin-success%253Freturn_url%253D%252Freportaction%252F102921%252FToc%26cookieTime%3D1660672264
https://www.microsoft.com/en-us/sustainability/cloud
https://aws.amazon.com/blogs/aws/sustainability-pillar-well-architected-framework/
https://aws.amazon.com/blogs/aws/sustainability-pillar-well-architected-framework/
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/library/energy-efficient-cloud-computing-technologies-and-policies-eco-friendly-cloud-market
https://digital-strategy.ec.europa.eu/en/library/energy-efficient-cloud-computing-technologies-and-policies-eco-friendly-cloud-market
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IBM Turbonomicはアプリケーション・スタックのすべてのレイヤー
でリソースの関係を理解し、需要に合わせてリアルタイムで動的に
リソースを割り振ります。IBM Turbonomicのアクションは信頼性が
高く、自動化は組み込み可能で、お客様が即座かつ継続的にコスト
とカーボン・フットプリントを削減する場合に測定可能な結果を提供
します。IBM Turbonomicは、さまざまな環境で稼働させることがで	
きます。

Forrester Consultingに委託したTotal Economic Impact™（TEI)の
調査において、Forrester Consultingは、Turbonomicアプリケー	
ション・リソース管理を採用し複合組織に471%のROI（投資収益率）	
をもたらし、6ヵ月以内に投資を回収すると予測しました。この調査	
では、IBM Turbonomicがクラウドとデータセンターの消費を33%
削減し、毎月50時間以上のIT担当者の労働時間を節約できること	
も予測しました。18 IBM Turbonomicを利用すれば、IT部門の経営	
陣は透明性と測定可能な結果を活用してFinOpsとサステナビリティー	
で市場をリードできます。

信頼できる自動化の利点

自動化を推進する責任者は、自動化することでFinOpsとサステナビ	
リティーの目標達成をいかに加速できるかについて、これらのパ	
フォーマンス、コスト、サステナビリティーの利点を挙げて、組織内
での同意を得ることができます。

•	 ダイナミックなリソーシング処理を自動化して、アプリケーショ
ンとその実行先のインフラストラクチャーが、ビジネスの成功
に相関するSLOに沿って継続的に管理できるようにします。

•	 ダイナミックにワークロードのスケールとサイズを変更しリソー
ス消費を最適化する自動化により、エンド・ユーザー体験を心
配することなく、可能な限り低コストで運用できます。

•	 ワークロードが実行する必要があるものだけを消費するように
することで、消費を即座にかつ継続的に削減します。

責任ある消費には自動化が必要｡	
自動化には信頼が必要。

しかし、自動化していないのはなぜでしょうか。クラウドとITエン
ジニアリング、運用チームが、クラウドとデータセンターの最適化
の自動化をためらうのは自動化を信頼できないと感じているから	
です。アプリケーションのパフォーマンスは最重要事項であり、IT
が存在するのはそのためです。リスクの兆候がある場合は、リソー
シングとコストの最適化の処理は自動化されません。

信頼を構築することは難しく、「エンジニアにコスト最適化のための行
動を促す」ことと「自動化を実現する」ことが、FinOpsコミュニティー	
のメンバーの間での主要なFinOps課題として挙げられている理由を
説明しています。17 現在のクラウド管理戦略では、隔離された場所で
効率性を高め、支出を削減できますが、推奨事項は自動化できま
せん。なぜなら、アプリケーション・スタック全体と、それが実行さ
れるインフラストラクチャー全体のリソース依存関係を考慮していな
いからです。

信頼できる自動化でFinOpsとサステナビリ

ティー目標を加速 

今日のハイブリッド環境とマルチクラウド環境の急速な拡大と膨大
なスケールに対処するには、クラウドとデータセンターのリソースを
最適化する際に、根本的に新しい方法で自動化に取り組む必要が
あります。

IBM Turbonomicを利用すると、組織はクラウド予算とサステナビリ
ティーに対する責務の間で妥協する必要がなくなり、お客様に優れ	
たデジタル体験を提供できるようになります。Turbonomicソフト	
ウェアは、自動化を図る連続最適化を可能にし、クラウドのビジネ
ス価値を最大化すると同時に、クラウドのコストとカーボン・フット
プリントを削減します。

6ヵ月のROI

20% 50%
オンプレミスのデータセンターは、
通常20～40%の使用状況で稼働1

クラウドユーザーは通常
30 ~ 50%過剰にプロビジョニング1

データセンター における 
サステナビリティー

データセンター の 
サステナビリティー

Scope 1 
および/または 2

スコープ 3

再生可能なエネルギー、
冷暖房、ハードウェア
効率、クラウド・マイグ
レーションなど。

2～5 年

クラウド の サステナ
ビリティはプロバイ
ダーの責任。

データセンター における サステナビリティー

クラウドとデータセン
ターの消費量を安全
に削減。

脚注

17. 2022 FinOpsの状態レポート（2022 State of the FinOps Report）

18. IBM Turbonomic Application Resource ManagementのTotal Economic Impact™、	

Forrester社、2022年

https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-51403
https://www.ibm.com/account/reg/jp-ja/signup?formid=urx-51403
https://data.finops.org/
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サステナビリティー
サステナビリティー戦略には、さまざまなビジネスに特定のさまざま
な運営を通じて排出される排出ガスや汚染物質を考慮した包括的な
アプローチが必要です。前述したように、パブリッククラウド・プロ
バイダーはクラウドのサステナビリティーの責任を負いますが、お客	
様はクラウド上での持続可能な運用の責任を負います。ダイナミッ
ク・リソーシングの自動化によりハイブリッド環境およびマルチク
ラウド環境で効率を最大化することは、クラウド上での運用に責任
を持ち、現在のカーボン・フットプリントを大幅に削減する最善の方	
法です。

パフォーマンスの利点
IBM Turbonomicを使用すると、クラウドで運用を自動化する際に、	
ビジネス・メトリックベースのアプローチを採用できます。これは、	
顧客体験に直接相関する重要業績評価指標（応答時間、トランザ
クション・スループット、ビジネスに適したカスタム指標など）を特	
定し、これらの指標に実用的なSLOを設定することで実現します。この	
ようなSLOポリシーが設定されている場合、エンジニアリング・チー
ムと運用チームは動的なリソーシング処理を自動化して、実行され
るアプリケーションとインフラストラクチャーがそのSLOに継続的に
管理されるようにできます。パイプライン、プロセス、ワークフロー
へのSLO準拠を自動化することで、継続的なROIを確保し、ビジネ
ス上の制約を考慮しながら真のクラウドの伸縮性を引き出すことが
できます。

コストの最適化
従来型のコスト最適化ツールは、隔離された状況で可視性を向
上させ、クラウドのコストを削減できる推奨事項とダッシュボード
を提供しますが、ハイブリッド環境やマルチクラウド環境では継続
的にコストを最適化することはできません。最新の環境は常に変
化しているため、コスト最適化アクションは継続的に実行する必
要があります。ワークロードのダイナミックなスケーリングとサイ
ズ変更を行う信頼できる自動化は、クラウド・コンピュート、スト	
レージ、DBaaS、Kubernetesを継続的に最適化し、実行に必要な
ものだけを消費することで効率を最大化する唯一の方法です。IBM  
Turbonomicの信頼できる自動化を採用すると、組織はエンド・ユー	
ザー体験を心配することなく可能な限りの最低コストで運営できる
ようになります。
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ビジネス・アプリケーション

ビジネス・トランザクション

サービス

データベース

アプリケーションの構成要素 ビジネス・ユーザー

コンテナー コンテナー・スペック

コンテナー・ポッド ワークロード・コントローラー
 

データベース・サーバー 仮想計算機

名前空間

ボリューム 仮想データセンター デスクトップ・プール

ポッドを表示

ストレージ ホスト 入出力モジュール

ディスク・アレイ シャーシ 交換機

ストレージ・コントローラー データセンター ネットワーク

インターネット

ゾーン

領域

API-Driven Discovery

アプリケーション

インテリジェント・サ
イジング

連続配置

動的スケーリング

スタート・ストップ

手動（クリックで）

定期的

パイプライン＆
ワークフロー

リアルタイム

Kubernetes

クラウド・コンピューティング

Cloud Storage

クラウドDBaaS

ハイブリッド＆マルチクラウド

クラウド予約済みイ
ンスタンス＆
ディスカウント

App-Infraマッピング 信頼できるアクション アクションの実行と統合

可観測性 実用的な洞察 自動化

データをアクションに変換：IBM Turbonomicは、APIを活用して既存のソリューションからデータを取り出し、アプリケーション・スタックをまとめます。スタック全体で需要対
供給リソースの依存関係をマッピングすることで、プラットフォームは信頼できるリソーシング処理を継続的に生成できます。これにより、クライアントは自分の組織や事業に合わ
せて自動化し、運用することができます。



グリーンITの未来

現代のアプリケーションを使用してデジタル・ビジネスを運営して
いる組織が自動化をより広く採用するようになると、サステナビリ
ティーに基づく意思決定の自動化は、環境への取り組みをサポート
する貴重なアプローチとなります。サステナビリティーを配慮した計
画立案により、組織は最適化またはマイグレーションのためにエネ
ルギーを大量消費するワークロードを特定できます。また、サステ
ナビリティーを配慮した計画立案を行うことで、ワークロードが稼
働する場所の環境コストを考慮し、クラウドのマイグレーションを支
援します。さらに、サステナビリティーを配慮した配置では、ワーク	
ロードを稼働場所の環境コストに基づいて動的に配置できます。	
また、分析をカスタマイズして、特定のワークロードやアプリケー	
ションのサステナビリティー（財務コストではなく）を優先させること
もできます。これらの戦略により、組織は真の伸縮性とサステナビ
リティーを備えたクラウド運用を実現できます。

まとめ

IBM Turbonomicは、持続可能なビジネス価値と継続的な成長をサ	
ポートしつつ、パフォーマンス対コストの問題に対するソリューショ
ンを求める役員に明確な道を示します。スタック全体のリソース依
存関係をすべてダイナミックにリソース・アプリケーションにマッピン
グし、クラウドとデータセンター環境を分析するものはTurbonomic
の他にはありませんので、自動的かつ継続的に実行する必要がある
分だけ消費できるようになります。この自動化によって、アプリケー	
ションは常に実行されますが、過剰なプロビジョニングは行われ	
ないため、コストの超過やリソースの無駄を排除できます。最後に、	
IBM Turbonomicの実証済みソリューションを導入すると、組織は
クラウドとデータセンター環境で運用しながら、顧客体験、予算お
よびサステナビリティー目標の間で妥協する必要がなくなります。
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